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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第３四半期連結
累計期間

第56期
第３四半期連結
累計期間

第55期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円）

（第３四半期連結会計期間）　

135,996

(45,007)

132,850

(44,350)
189,107

経常利益（百万円） 5,551 5,714 8,523

四半期（当期）純利益（百万円）

（第３四半期連結会計期間）

3,143

(1,083)

2,721

(484)
4,722

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
3,144 2,717 4,705

純資産額（百万円） 73,539 75,636 75,101

総資産額（百万円） 128,726 128,968 132,790

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）

（第３四半期連結会計期間）

57.63

(19.87)

49.89

(8.88)
86.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.13 58.65 56.56

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,916 5,069 8,388

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,205 △4,218 △3,503

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,405 △2,437 △2,494

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
23,516 25,009 26,599

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第55期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。  

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間の連結業績（売上高・経常利益）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　（金額単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)　

前年同期比

 金額 増減率

売上高 135,996  132,850      △3,146 △2.3％

経常利益 5,551 4.1％ 5,714 4.3％ 　  　  163 2.9％

（経常利益におけるパーセント表示は、売上高経常利益率）　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原子力災害による電力供給の制約などの東日本大震災の影響が

継続する中で、サプライチェーンの復旧や個人消費の持ち直しなどにより、緩やかな景気回復の動きはありましたが、

円高の長期化や欧州を中心とした海外経済の減速に加え、さらにタイの洪水による製品部品の生産停止の影響などに

より、本格的な景気回復には至っておりません。

当社グループの主たる事業領域であるＩＴサポートサービス市場においては、ＩＴコストの削減を目的とした仮想

化やクラウド関連サービスに加え、東日本大震災の教訓を活かした事業継続／ディザスタリカバリー対応サービスへ

の関心が高まりました。しかしながら、本格的な景気回復の遅れにより、ＩＴ投資に対して慎重な企業が多く、厳しい

状況が継続しています。

このような環境の中、当社グループはＣＳ（Customer Satisfaction：お客さま満足）とＣＳＲ（Corporate

Social Responsibility：企業の社会的責任）を経営の基軸とした事業運営を積極的に実践するとともに、サポート

サービス事業の担い手である「ひと」を財産と捉え「人財」に対する投資・育成を充実し、堅実な事業遂行を図り、

さらに継続した費用構造改革を推進することで安定的な利益の創出を目指して活動してまいりました。

当第３四半期連結累計期間における売上高は、1,328億50百万円（前年同期比2.3%減）となりました。これは、保守

サービスでの自主契約促進による契約保守の増収に加え、サプライサービスでのインターネットショップ「い～る

でぃんぐ」やクラウド／仮想化、環境領域および運用支援サービスなどを中心とした注力領域で増収となりました

が、需要回復の弱さや大型案件の減少に加えて、タイの洪水による製品手配の遅れなどが影響したことによるもので

す。

経常利益は、57億14百万円（前年同期比2.9%増）となりました。これは、システム展開サービスでの減収に伴う減益

などはありましたが、保守サービスでの原価低減活動などの効果によるものです。

四半期純利益は、27億21百万円（前年同期比13.4％減）となりました。これは、経常利益の増加はあったものの、平

成23年12月2日公布の「改正法人税法等」に基づく税率変更により、繰延税金資産の取崩に伴う法人税等調整額6億30

百万円を計上したことなどによるものです。
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　当第３四半期連結累計期間における主な活動状況とトピックスは以下の通りです。

＜成長に向けた活動＞

ライフサイクルマネジメント（注1）（以下、ＬＣＭ）／クラウド（注2）事業の強化

① 新サービスの投入

・サーバ仮想化ソリューションパックに2モデル追加し、全8モデルへ拡充

お客さまの多様なニーズに対応するため、サーバの耐障害性を向上させてシステムの連続稼動を実現する「FT

サーバパック（Hyper-Vモデル）」とサーバを二重化するとともに、仮想化共有ストレージを採用し、高い可用性

を最小限の構成で実現する「Virtual-SANパック（Vmwareモデル）」の2モデルを新たに追加し、全8モデルのライ

ンナップに強化いたしました。

　

②案件発掘および対応力強化に向けた専門要員の増強

・プラットフォームＳＥの増強

強みであるオンサイトでの対応力を活かしたＬＣＭ事業の拡大に向け、ＩＴインフラの設計・構築からシステム

およびアプリケーションの運用・保守を担う技術者であるプラットフォームＳＥを今年度累計目標450名に対し

て、計画通り累計361名を育成完了し、現場での案件発掘に向けた活動を推進しております。

・クラウド環境に対応した設計・構築要員の強化

サーバ仮想化などへのお客さまニーズの高まりに対する仮想化ソリューションの提供に向け、設計・構築要員を

今年度累計目標350名に対して、計画通り累計304名を育成完了し、現場での設計・構築などを中心とした案件対応

力を強化しております。

　

環境ビジネスの強化

①新サービスの投入

・省エネ化と高い信頼性の大容量無停電電源装置（ＵＰＳ)「ＢＰ-ＬＥシリーズ」リリース

給電方式にパラレルプロセッシング方式（注3）を採用したことにより、常時インバータ給電方式（注4）に比べ

ＵＰＳが消費する電力を約75％削減し省エネルギーに貢献するとともに、信頼性を向上させることでシステムの

安定稼働に寄与する「ＢＰ－ＬＥシリーズ」を10月にリリースいたしました。

　

②上流工程（コンサル）からの受注拡大に向けたＩＴ環境アセスメント要員の増強

環境に配慮したお客さまシステムの最適運用への提案力を強化するため、前年度にＩＴ環境アセスメント要員を

138名育成し、内123名に対して、より顧客ニーズに合致した提案を行えるようにステップアップ教育を実施いたし

ました。育成した人財を活用し、上流工程（コンサル）からの受注活動を推進してまいります。

　

ＩＴ事業継続ソリューションサービスの拡販活動

・「事業継続力を強化する企業のＩＴインフラセミナー」を開催

上半期に全国6会場で開催し好評を得た仮想化／クラウド技術を活用した製品・ソリューションに対して、事業継

続の観点から様々な事例を交えて紹介するセミナーを、第３四半期はニーズの高い静岡県の3会場で集中開催いた

しました（9ヶ月累計来場数：155社202名）。本セミナーを活かして、お客さまシステムの安定稼働を実現するソ

リューションの提案活動を強化してまいります。
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＜ＣＳ向上活動＞

ＣＳ　Ｎｏ．１評価獲得を目指した活動を継続

・提案活動強化によるお客さまニーズへの対応と技術力向上による障害対応力の強化

約4,000名のカスタマーエンジニア（ＣＥ）がお客さまシステム（29.7万社、563万システム）の安定稼働に向け

て日々活動するとともに、更なるＣＳ向上に向けた取り組みを実施しております。具体的には、訪問活動の強化に

よる課題解決や提案活動の推進（今年度上期末で約3,500件訪問）に加え、サービス基盤となるＣＥの人財育成や

技術力向上に取り組んでおります。これにより、お客さまニーズに対応しつつ、予防保守および障害対応力を強化

したことで、今年度9ヶ月累計で約25,000件の障害出動件数が減少（前年比約6%改善）し、システムの安定稼働に

寄与しております。

　

当社ヘルプデスクの品質に対する外部機関評価

・ＨＤＩアカデミーアワード2011にて「ＨＤＩサポートセンター国際認定（SCC）アワード」を10月に受賞

2010年12月に「ＨＤＩサポートセンター国際認定（注5）」の3回目となる更新認定を世界トップレベルの評価で

取得した後、ＨＤＩメンバーとしてサポート業界の発展に寄与したことが評価され、昨年度から連続受賞いたしま

した。今後もさらなるクオリティーの高いサービスをお客さまに提供し続けるともに、サポート業界のリーディン

グカンパニーを目指してまいります。

　

＜ＣＳＲ活動＞

社会・地域貢献活動および文化支援活動への継続した取り組み

・「世界遺産大學」に特別協力として参画

当社は世界遺産の保全と活用への取り組みを日本各地で展開する「世界遺産劇場」に第1回から協賛し、今年度は

冠スポンサーとして協賛しております。同時に、日本の有形・無形の世界遺産の魅力を豪華な講師陣により紹介す

る「世界遺産大學」へも継続して参画しており、2011年10月には第8回世界遺産大學「芸能のふるさと出雲から伝

統を未来に結ぶ」に特別協力いたしました。

　

(注1) ライフサイクルマネジメントとは、ＩＴシステム全般を対象とした導入時の企画から設計・構築、運用、保守、

改善、撤去にわたるサイクルをマネジメントすることです。

(注2) クラウドとは、インターネットで結ばれたサーバ群をあたかもひとつのコンピュータのように捉え、その中に

用意されたアプリケーションや情報サービスを、ユーザーが必要な時に必要なだけ、ブラウザなどを通じて使

えるようにするという、新しいＩＴ利用のコンセプトのことです。

(注3)　パラレルプロセッシング方式とは、通常運転時は商用電源と双方向インバータが常時並列に動作しており、双

方向インバータによるアクティブフィルタ機能により高調波を吸収するとともに、商用電源をスルーで出力す

るため、高品質な電力供給と省エネの両立を実現する方式のことです。停電等の電源異常が発生しても無瞬断

でバッテリ運転へ切替えることができるため、システムの安定稼動にも寄与いたします。

(注4)　常時インバータ方式とは、無停電電源装置（UPS）の電源方式の1つで、常にインバーター経由で電気が送られ

る方式のことです。

(注5)　「ＨＤＩサポートセンター国際認定」とは、ヘルプデスクサービスを提供する組織のサービス品質レベルを定

めた制度で、電話・ファックス・電子メールを利用してお客さまをサポートするヘルプデスクのサービス品質

の向上と業務効率の向上を目的とした制度のことです。
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　セグメント別の業績は次のとおりであります。　　

[保守サービス]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：百万円）

 前第３半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)　

前年同期比

 金額 増減率

売上高 71,534  70,183  △1,350 △1.9％

営業利益 10,91915.3％ 12,07317.2％ 1,154 10.6％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

売上高は、自主契約促進による契約保守および注力領域であるソフトサポート、ＩＴベンダ各社との協業やＩＴ／

ネットワーク統合などで増収となりましたが、未契約保守などで減収したことにより、701億83百万円（前年同期比

1.9%減）となりました。

営業損益は、減収に伴う減益はありましたが、継続して取り組んでいる生産革新活動を中心とした保守部材費およ

び機材関連費用の低減活動に加え、保守作業の効率化推進の効果による利益率の改善により、120億73百万円の利益

（前年同期比10.6%増）となりました。

　

[システム展開サービス]

　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)　

前年同期比

 金額 増減率

売上高 20,604  19,607  △996 △4.8％

営業損失（△） △1,114△5.4％ △1,942△9.9％ △828 　　　－

（営業損失におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業損失は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

売上高は、クラウド／仮想化や環境領域では増収となりましたが、セキュリティ／ネットワーク領域での減収に加

え、需要回復の弱さとタイの洪水による製品手配の遅れの影響などにより、196億7百万円（前年同期比4.8%減）とな

りました。

営業損益は、継続して積極的に取り組んでいる資材費低減活動の効果はありましたが、減収に伴う減益により、19億

42百万円の損失（前年同期は11億14百万円の損失）となりました。
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[サプライサービス]

　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)　

前年同期比

 金額 増減率

売上高 29,580  28,712  △868 △2.9％

営業利益 226 0.8％ 313 1.1％ 87 　38.5％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）　

売上高は、インターネットショップ「い～るでぃんぐ」を中心とした注力領域で増収となりましたが、大型案件の

減少とタイの洪水による製品手配の遅れの影響などにより、287億12百万円（前年同期比2.9%減）となりました。

営業損益は、減収に伴う減益はありましたが、利益率の改善により、3億13百万円の利益（前年同期比38.5%増）とな

りました。

　

[運用サポートサービス]

　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)　

前年同期比

 金額 増減率

売上高 14,277  14,347  69 0.5％

営業利益 1,275 8.9％ 1,132 7.9％ △142 △11.2％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

売上高は、メディアサービスでの前期獲得した特需案件の反動による減収はありましたが、注力領域である運用支

援サービスとヘルプデスクサービスにおいては景気の影響によるお客さまシステム運用の内製化促進が継続する中、

案件獲得が増加したことにより、143億47百万円（前年同期比0.5%増）となりました。

営業損益は、メディアサービスでの減収に伴う減益に加え、注力領域での利益率の悪化により、11億32百万円の利益

（前年同期比11.2%減）となりました。
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(2）財政状態及びキャッシュ・フローの状況

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,289億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ38億22百万円

減少しました。受取手形及び売掛金は前連結会計年度末の売上債権の回収などにより55億6百万円減少しました。た

な卸資産は仕掛品や商品などの増加により15億41百万円増加しました。無形固定資産（ソフトウェア）は次期ＩＴ

システムの開発に伴う投資などにより22億57百万円増加しました。

負債は533億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ43億57百万円減少しました。支払手形及び買掛金は前連結

会計年度末の仕入債務の支払いなどにより13億59百万円減少しました。また、賞与の支払いに伴い賞与引当金は25

億26百万円減少しました。  

純資産は756億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ5億35百万円増加しました。四半期純利益27億21百万円

による増加と剰余金の配当21億81百万円による減少により、利益剰余金は559億47百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は58.6％となり、前連結会計年度末に比べ2.0ポイントの増加となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は250億9百万円となり、前

連結会計年度末に比べ15億90百万円減少しました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の営業活動により増加した資金は50億69百万円（前年同期比1億52百万円増）となり

ました。主な資金増加の内容は、税金等調整前四半期純利益56億34百万円や売上債権の減少額55億6百万円等で、主

な資金減少の内容は、賞与の支払いに伴う賞与引当金の減少額25億26百万円や法人税等の支払額38億15百万円等で

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の投資活動により減少した資金は42億18百万円（前年同期比10億13百万円増）となり

ました。主な資金減少の内容は、次期ＩＴシステムの開発に伴う無形固定資産（ソフトウェア）の取得による支出

37億23百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の財務活動により減少した資金は24億37百万円（前年同期比32百万円増）となりまし

た。主な資金減少の内容は、配当金の支払額21億75百万円です。

　

(3）対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は36百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

 8/30



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 188,560,000

計 188,560,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年２月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 54,540,000 54,540,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は、

100株でありま

す。

計 54,540,000 54,540,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 54,540,000 － 9,670 － 10,161

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、同日時点の株主名簿の記載内容を確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 54,536,200 545,362 －

単元未満株式 普通株式　 　 3,200 － －

発行済株式総数 54,540,000 － －

総株主の議決権 － 545,362 －

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＮＥＣフィール

ディング株式会社

 

東京都港区三田一

丁目４番28号 
600 － 600 0.00

計 － 600 － 600 0.00

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　また、四半期連結財務諸表規則第83条の３により、四半期連結会計期間に係る四半期連結損益及び包括利益計算書を

作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,997 8,306

関係会社預け金 ※1
 20,602

※1
 16,703

受取手形及び売掛金 40,525 ※2
 35,018

商品及び製品 1,804 2,148

仕掛品 1,106 2,246

原材料及び貯蔵品 19,806 19,863

その他 9,444 9,571

貸倒引当金 △76 △70

流動資産合計 99,210 93,787

固定資産

有形固定資産 4,721 4,547

無形固定資産

のれん 246 98

その他 8,937 11,197

無形固定資産合計 9,183 11,296

投資その他の資産

前払年金費用 12,720 12,737

その他 7,274 6,769

貸倒引当金 △320 △170

投資その他の資産合計 19,674 19,336

固定資産合計 33,579 35,180

資産合計 132,790 128,968

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,723 ※2
 16,363

未払法人税等 2,323 713

賞与引当金 5,317 2,790

役員賞与引当金 18 10

ポイント引当金 7 13

工事損失引当金 － 13

その他 15,425 16,663

流動負債合計 40,817 36,569

固定負債

退職給付引当金 16,082 15,962

資産除去債務 129 130

その他 659 668

固定負債合計 16,871 16,762

負債合計 57,688 53,331
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,670 9,670

資本剰余金 10,161 10,161

利益剰余金 55,407 55,947

自己株式 △1 △1

株主資本合計 75,237 75,777

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △111 △112

為替換算調整勘定 △24 △27

その他の包括利益累計額合計 △136 △140

純資産合計 75,101 75,636

負債純資産合計 132,790 128,968
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 135,996 132,850

売上原価 112,646 109,176

売上総利益 23,349 23,673

販売費及び一般管理費 ※1
 18,067

※1
 18,207

営業利益 5,282 5,465

営業外収益

受取利息 48 45

受取配当金 1 1

保険配当金 147 148

その他 138 149

営業外収益合計 336 344

営業外費用

支払利息 16 14

為替差損 15 10

固定資産廃棄損 9 19

休止固定資産減価償却費 － 47

その他 24 3

営業外費用合計 66 95

経常利益 5,551 5,714

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 67 －

たな卸資産評価損 ※2
 35 －

災害による損失 － ※3
 80

特別損失 103 80

税金等調整前四半期純利益 5,448 5,634

法人税等 2,305 2,912

四半期純利益 3,143 2,721

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9 △1

為替換算調整勘定 △8 △2

その他の包括利益合計 1 △4

四半期包括利益 3,144 2,717

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,144 2,717

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 45,007 44,350

売上原価 37,095 36,438

売上総利益 7,911 7,911

販売費及び一般管理費 ※1
 6,087

※1
 6,057

営業利益 1,824 1,854

営業外収益

受取利息 14 15

受取保険金 19 12

保険事務手数料 11 11

その他 8 8

営業外収益合計 54 47

営業外費用

支払利息 5 4

固定資産廃棄損 0 3

為替差損 7 1

休止固定資産減価償却費 － 15

その他 8 0

営業外費用合計 22 25

経常利益 1,856 1,876

特別損失

災害による損失 － ※2
 12

特別損失合計 － 12

税金等調整前四半期純利益 1,856 1,864

法人税等 773 1,379

四半期純利益 1,083 484

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4 △18

為替換算調整勘定 △4 △3

その他の包括利益合計 △9 △22

四半期包括利益 1,074 462

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,074 462

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,448 5,634

減価償却費 1,652 1,614

のれん償却額 148 147

たな卸資産評価損 35 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △87 △155

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,059 △2,526

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △8

退職給付引当金の増減額（△は減少） △75 △119

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2 5

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 13

受取利息及び受取配当金 △49 △46

支払利息 16 14

有形固定資産廃棄損 14 20

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △12

無形固定資産廃棄損 － 0

関係会社出資金譲渡損 10 －

無形固定資産評価損 1 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 67 －

災害損失 － 80

売上債権の増減額（△は増加） 6,505 5,506

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,339 △1,539

前払年金費用の増減額（△は増加） △38 △16

その他の資産の増減額（△は増加） 110 △247

仕入債務の増減額（△は減少） △1,745 △1,331

未払費用の増減額（△は減少） 360 361

未払事業税の増減額（△は減少） △67 △72

未払消費税等の増減額（△は減少） 229 △11

前受金の増減額（△は減少） 969 827

その他の負債の増減額（△は減少） 721 828

その他 △5 －

小計 8,817 8,967

利息及び配当金の受取額 50 43

利息の支払額 △16 △14

災害損失の支払額 － △111

法人税等の支払額 △3,934 △3,815

法人税等の還付額 － 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,916 5,069
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △134 △516

有形固定資産の売却による収入 1 35

無形固定資産の取得による支出 △3,314 △3,723

無形固定資産の売却による収入 0 －

関係会社出資金の譲渡による収入 23 －

その他 218 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,205 △4,218

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0 －

リース債務の返済による支出 △229 △281

配当金の支払額 △2,175 △2,175

その他 － 18

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,405 △2,437

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △701 △1,590

現金及び現金同等物の期首残高 24,219 26,599

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △0 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 23,516

※
 25,009

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

17/30



【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（減価償却方法及び耐用年数の変更）

　従来、当社は有形固定資産の減価償却方法については定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結累計期間より定

額法に変更しております。この変更は、クラウドコンピューティングニーズに対応した当社のＬＣＭ事業の強化による長

期安定的なサービスの拡大に伴い、定額法による償却が合理的な有形固定資産が増加していること、並びに親会社である

日本電気株式会社の連結グループにおける会計処理の統一性を考慮したことによるものであります。この結果、安定的な

収益と減価償却費の対応が厳格となり、より実態に合った業績を表すことにつながります。

　また、一部の有形固定資産及び無形固定資産の耐用年数については、個別資産ごとの利用計画、並びに資産グループ別の

利用状況に応じた回収期間を反映させたものに変更しております。

　この減価償却方法及び耐用年数の変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は199百万

円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ221百万円減少しております。

　また、この変更によるセグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の40.7％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計

年度に解消が見込まれる一時差異については38.0％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込ま

れる一時差異については35.6％となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した

金額）は639百万円減少し、法人税等調整額は630百万円増加しております。 　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１　「関係会社預け金」は日本電気㈱グループの資金

効率向上をはかるための資金集中管理システムの当

連結会計年度末残高であります。　　　　

※１　「関係会社預け金」は日本電気㈱グループの資金

効率向上をはかるための資金集中管理システムの当

四半期連結会計期間末残高であります。　　　　

　２　　　　　　　────── ※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、当第３四半期連結会計期間末残高に含ま

れております。 

　 受取手形 345百万円

支払手形 210百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

(1）給料手当 9,343百万円

(2）賞与引当金繰入額 676 

(3）退職給付費用 517 

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

(1）給料手当 9,586百万円

(2）賞与引当金繰入額 628 

(3）退職給付費用 539 

※２　当社の連結子会社ＮＥＣ飛鼎克信息技術服務（北

京）有限公司が、たな卸資産の評価方法及び基準を新

たに規定化し、同基準に基づき評価を行った結果発生

した評価損であります。

　２　　　　　　　　──────

　３　　　　　　　　────── ※３　災害による損失は平成23年３月11日に発生した東日

本大震災によるもので、主な内訳は以下のとおりであ

ります。 

　　　　原状回復費用等　　　　　  58百万円 

　　　　現地支援費用等　　　　 　 23百万円 

　

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

20/30



前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

(1）給料手当 2,721百万円

(2）賞与引当金繰入額 676 

(3）退職給付費用 178 

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

(1）給料手当 2,711百万円

(2）賞与引当金繰入額 628 

(3）退職給付費用 170 

　２　　　　　　　　────── ※２　災害による損失は平成23年３月11日に発生した東日

本大震災によるもので、主な内訳は以下のとおりであ

ります。 

　　　　原状回復費用等　　　　　  11百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　（平成22年12月31日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 6,914 

関係会社預け金勘定 16,602 

現金及び現金同等物 23,516 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　（平成23年12月31日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 8,306 

関係会社預け金勘定 16,703 

現金及び現金同等物 25,009 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

(1) 配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月26日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成22年３月31日 平成22年６月７日 利益剰余金

平成22年10月27日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成22年９月30日 平成22年12月３日利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

(1) 配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月17日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成23年３月31日 平成23年５月31日利益剰余金

平成23年10月26日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成23年９月30日 平成23年12月１日利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。 

 

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

22/30



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展
開サービス

サプライサー
ビス

運用サポート
サービス

売上高      

外部顧客への売上高 71,534 20,604 29,580 14,277135,996
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 7 0 8

計 71,534 20,604 29,587 14,278136,004

セグメント利益又は損失

（△）
10,919△1,114 226 1,275 11,306

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 11,306

全社費用（注） △6,024

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 5,282

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用で

あります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展
開サービス

サプライサー
ビス

運用サポート
サービス

売上高      

外部顧客への売上高 70,183 19,607 28,712 14,347132,850
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 4 0 5

計 70,184 19,607 28,716 14,347132,856

セグメント利益又は損失

（△）
12,073△1,942 313 1,132 11,576

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 11,576

全社費用（注） △6,111

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 5,465

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用で

あります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）　

　「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結累計期間より有形固定資産の減価償却方法、及び

有形固定資産並びに無形固定資産の耐用年数を変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益は、「保守

サービス」については71百万円、「システム展開サービス」については3百万円、「サプライサービス」に

ついては34百万円減少しております。なお、「運用サポートサービス」の利益への影響は軽微であります。
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Ⅲ　前第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展
開サービス

サプライサー
ビス

運用サポート
サービス

売上高      

外部顧客への売上高 23,888 6,643 9,924 4,551 45,007
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 4 0 4

計 23,888 6,643 9,929 4,551 45,012

セグメント利益又は損失

（△）
3,918 △384 △6 364 3,890

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,890

全社費用（注） △2,066

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,824

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用で

あります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅳ　当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展
開サービス

サプライサー
ビス

運用サポート
サービス

売上高      

外部顧客への売上高 23,285 6,746 9,470 4,848 44,350
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 1 － 1

計 23,285 6,746 9,471 4,848 44,351

セグメント利益又は損失

（△）
4,251 △589 0 339 4,002

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,002

全社費用（注） △2,148

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,854

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用で

あります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）　

　「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結累計期間より有形固定資産の減価償却方法、及び

有形固定資産並びに無形固定資産の耐用年数を変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結会計期間のセグメント利益は、「保守

サービス」については25百万円、「システム展開サービス」については1百万円、「サプライサービス」に

ついては13百万円減少しております。なお、「運用サポートサービス」の利益への影響は軽微であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 57円63銭 49円89銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 3,143 2,721

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,143 2,721

普通株式の期中平均株式数（千株） 54,539 54,539

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19円87銭 8円88銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 1,083 484

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,083 484

普通株式の期中平均株式数（千株） 54,539 54,539

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成23年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,090百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月１日

　（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

　

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

28/30



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月３日

ＮＥＣフィールディング株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　茂夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浜田　　康　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 構　　康二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＥＣフィール

ディング株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年

10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＥＣフィールディング株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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